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<7 月定例会のご報告> 

18 日（木）岡山市足守の洪庵茶屋に

て 14名の参加を得て交流会を行ないま

した。 

 

<8 月定例会のご報告> 

 29 日（木）、あおたけの間にて自由討

議を行ないました。まず、いろいろな

福祉制度について、「知らない人が多い

のでは？」「どうやって知ってもらった

らいいのか？」という話題が出ました。

「診察待ちの他の家族に制度や対応の

仕方について教えてあげたら喜んでく

れた」、「そもそも倉敷は社会資源が少

ない」、「精神障害者にはまだ偏見があ

る」、「新しい事業を地域で始めようと

しても、住民の理解が得られにくいこ

ともある」といった意見が聞かれまし

た。 

 「アドボケーター（＝「本人の代弁

者」の意）の活動を最近始めた」とい

う当事者の方のお話もうかがいました。

アドボケーターは岡山県精神保健福祉

協会に登録を受けた医師や看護師、医

療従事者、弁護士、行政書士、家族会、

当事者、ボランティアなどが週 1 回約

半年間、精神科病院等へ入り、30 分程

度入院患者の気持ちや要望を聞くこと

で、孤立を和らげ、密室的になりやす

い病棟に市民が入っていく役割が期待

されています。モデル事業として全国

初の試みで、国の法制化も働きかけて

いく方針です。 

当事者の方からは「まだ活動し始め

たばかりだが、当事者にしかわからな

いことがあると思う。患者さんの話を

しっかり聞いて共感していけたら」と

思いを語って下さいました。 

 その後、「親なき後のことも気になる

が、今日の本人の介護で手一杯」、「子

どもがいつ調子を崩すかわからない。

毎日をどう平和に過ごすかを考えなが

ら生活している」といった意見が出て

いました。日々本人のペースに合わせ

ながら、家庭生活を続けていくことの

苦労や心配事について、みなさんお互

いの話に真剣に耳を傾け、共感されて

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業計画の変更 

 

・10 月 20 日（日） 

まきび病院祭り（楽笑祭） 自由参加 

・11 月 21 日（木） 

「障害者総合支援法～施設編～」 

NPO 法人マインド「こころ」多田さん

より 

障害者自立支援法から「障害者総合

支援法」への主な変更内容と今後の

課題：事務局より（時間により 12月

に繰り越し） 

・12 月 19 日（木）研修報告→自由討議 

・2月 20 日（木） 

「精神保健福祉法改正と保護者制度 

の見直しについて」藤井 PSW より 



 


